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衆
議
院
議
員
選
挙

●
第
43
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
第
19
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
票
日
　
11
月
９
日
(日)

み
ん
な
で
選
ぼ
う
　
み
ん
な
の
代
表

11月9日(日)は｢衆議院議員総選挙｣と｢最

高裁判所裁判官国民審査｣の投票日です。
未来を託す大切なあなたの一票。
必ず投票しましょう。

投票時間　午前7時～午後8時

｢投票所入場整理券｣を忘れずに
｢投票所入場整理券｣を、封書で郵送しています。
封筒には、世帯の有権者全員分の整理券が入っていますので、投票の際には、必ず自分
のものを切り離して投票所に持参し、受付に提示してく
ださい。
投票日時や投票場所などの案内も同封していますので、
必ず読んで、確認しておいてください。
もし、投票所入場整理券が届かなかったり、紛失して
しまっても、選挙人名簿に登録されていれば投票できま
す。投票所の係員に申し出てください。
※　印かんは必要ありません。

はっきり書いて投票しよう
衆議院議員総選挙は、小選挙区選挙と比例代表選挙の2種類があります。小選挙区選挙
は｢候補者名｣、比例代表選挙は｢政党名｣を書いてください。
最高裁判所裁判官国民審査は、やめるべきだと思う人に｢×｣を書いてください。

ご利用ください　不在者投票
投票日に仕事や旅行、入院などで投票できない人は、前もって投票(不在者投票)してお
くことができます。不在者投票の際には、できるだけ、事前に送られてくる｢投票所入場
整理券｣と同封されている｢不在者投票用紙請求書兼宣誓書｣を持参してください。
不在者投票期限 11月8日(土)（土・日曜日、祝日も投票可能）
※　最高裁判所裁判官国民審査の不在者投票は、11月2日(日)から受け付けます。
時間 午前8時30分～午後8時
場所 市役所4階404・405会議室
○入所施設での不在者投票
指定された病院や老人ホームなどの施設に入所している人は、その施設内で投票でき
ます。早めに施設担当者に申し出てください。

○郵便による不在者投票
歩行が困難な身体障害者や戦傷病者は、郵便で投票できる場合があります。早めにお
問い合わせください。

点字投票・代理投票
目が不自由な人は、点字で投票できます。すべての投票所に点字器を用意しています。
また、障害などがあり、字を書くことができない人は、代理人が投票できます。
投票所の係員に申し出てください。

投票できる人
昭和58年11月10日までに生まれた人
で、平成15年７月27日以前から引き続
き3カ月以上春日市の住民基本台帳に登
録されている人です。
今年7月28日以降に、春日市に転入の
届出をした人は、前の住所地で投票で
きる場合があります。（別表※）前住所地の選挙管理委員会にお尋ねください。

区　　　　　　　分� 投票�

住所を変更していない人�

住所を�
変更した人�

市外から�
春日市に�
転入した人�

7月27日以前に�
転入の届出をした人�

7月28日以降に�
転入の届出をした人�

○�

○�

○�※�

衆議院議員総選挙及び�
最高裁判所裁判官国民審査�
投 票 所 入 場 整 理 券�

氏　名�

平成　　　年　　　月　　　日�

様�

名 簿 �
対 照 �

小選挙区�比例・国審�
用 紙 交 付 �

整 理 番 号 �

投 票 日 時 �

投 票 場 所 �

春日市選挙管理委員会�
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至
井
尻�

春
日
小
学
校
前�

昇町�
郵便局�

昇町�

春日小学校�

春日市いきいき�
プラザ（西出張所）�

いきいきプラザ前�

筑紫農協�
春日支店�

ぱれっと館�

下白水�
警部交番�

春日東小学校�

光町�

航空自衛隊�
春日基地�

東小入口�

春日東�
中学校�

セブン�
イレブン�

県道31号線� 至春日�至宝町�

至
春
日
原�

至井尻�

至宝町�

岡本�

自衛隊�
アパート�筑紫農協�

日の出支店�

パチンコ�

岡本1丁目�

至須玖�

岡本橋�

春日北小前�

ガソリン�
スタンド�

諸岡川�

春日北小学校�

県道31号線�

春日原小学校�

西鉄大牟田線�西鉄春日原駅�

JR春日駅�

JR鹿児島本線�

県総合福祉センター�
クローバープラザ� 春日市役所�

春日原�
公民館�

春日原�
小学校前�

至
光
町�

春日公園�

至那珂川�

至那珂川�

泉入口�

西小入口�

佐賀銀行�

池の下�

春日西小学校前�

ミスター�
マックス�

春日西小学校�

西中入口北�

下白水�

白水保育所�

春日西中�

至大土居�

至昇町�

サニー�

須玖小学校�

至岡本�

須玖�

須玖児童�
センター�

須玖小学校前�

市営若草住宅�須玖小前�

至老司�

至
昇
町�

至
井
尻�

春日中前�

春日�
中学校�

春日南小学校�

紅葉ヶ丘�

ちくし台�
5丁目�

須玖新池�
大土居� 大牟田池�

春日貯水池�

春日南�
中学校�

春日神社�
入口�

春日�
6丁目�

南小入口�

塚原台�

県道31号線�
至光町�

大谷小学校�

坂口町�
至岡本�

下白水�
交番�

昇
町�

至
大
土
居�

春
日�

小
学
校
前�

県道31号線�

春日小学校�

宝町�

小倉�

ふれあい文化�
センター入口�

ふれあい文化�
センター前�

ガソリン�
スタンド� 春日市ふれあい

文化センター�

春日市立�
スポーツセンター

市民図書館�

天神山小学校�
白水池�

天神山�

天神山�
児童遊園前�

天神山小�
入口�

大土居�御
幸
ヶ
丘�

ガソリン�
スタンド�

ミスター�
マックス�

至光町�

白水�
郵便局�

至那珂川�

パチンコ�

パチンコ�

春日南�
中学校�

春日野小学校�
県道31号線�

至光町�

至二日市�

平田台�
入口�

春日�

ザ・モール�
春日�春日神社�

入口�

春日野�
中学校�

春日高校�

JR大野城駅�
JR鹿児島本線�

九大筑紫キャンパス�

春日公園�
4丁目�

県
営
春
日
公
園�

日の出小学校�

JR南福岡駅�

サンリヤン�
ガーデン春日�

陸上自衛隊�

岡本�
県道31号線�

至宝町�至井尻�

アーベインビオ�
春日�日の出町3丁目�

北
門�

第1投票所

春日小学校

第2投票所

春日東小学校

第4投票所

春日原小学校

第3投票所

春日北小学校

第5投票所

春日西小学校

第7投票所

春日南小学校

第6投票所

須玖小学校

第8投票所

大谷小学校

第10投票所

春日野小学校

第9投票所

天神山小学校

第11投票所

日の出小学校

投票所案内図

投票所は全部で11カ所。市内

すべての小学校の体育館が投票

所になります。

自分の校区の

体育館で投票

してください。

問い合わせ先　選挙管理委員会 1(584)1111 5(584)1131

=コミュニティバスやよい� =西鉄バス�
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地域で育てよう」
く
ま
し
さ
や
が
ま
ん
強
さ
に
欠

け
、
思
い
や
り
の
心
に
乏
し
い

と
い
わ
れ
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち
。
そ

の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
体
験
不
足
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
海

や
山
な
ど
で
昆
虫
や
魚
を
採
っ
た
経
験

が
多
い
子
ど
も
ほ
ど
、「
友
達
が
悪
い

こ
と
を
し
た
ら
止
め
る
」「
バ
ス
や
電

車
で
席
を
ゆ
ず
る
」
と
い
っ
た
道
徳
観

や
正
義
感
が
身
に
付
い
て
い
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

は
、
実
際
に
動
物
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
、
命
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
ま
た
、
友
達
と
遊
び
、
け
ん
か
を

す
る
こ
と
で
、
人
の
痛
み
を
知
り
、
思

い
や
る
心
を
学
び
ま
す
。
自
ら
包
丁
を

持
ち
、
料
理
す
る
こ
と
で
、
自
立
心
が

身
に
付
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
が
な
い
と
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ず
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
機

会
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
ら
体
験

し
、
考
え
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長

に
不
可
欠
な
こ
と
な
の
で
す
。

た
ち
大
人
が
、
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
は
、
心
豊
か
に
成
長
で
き
る
環
境

づ
く
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
岡
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
健
や

か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
県
民
運
動
「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

日の出地区で行われた｢日の出小学校わいわいサタデー｣。
この日は、子どもたち自身が司会進行役。ゲームや七夕の飾
り付けなど、楽しい一日を過ごしました。

春日原地区で行われた｢出前児童センター｣。
光町児童センターの協力で、手作りの｢トントンずもう｣や
｢ペットキャップゲーム｣を楽しみました。

桜ヶ丘地区では、昨年からの囲碁・将棋サークルに加
え、9月からゲートボールとグラウンドゴルフ、図書児
童室開放も始まりました。
この日は、地域のお年寄りにグラウンドゴルフなどを
教えてもらいました。

た人

私
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11月は全国青少年健全育成強調月間です

合言葉は「子どもを
春
日
市
で
も
「
子
ど
も
を
地
域
で
育

て
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
市
内
33
地
区

の
う
ち
、
17
地
区
で
、「
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
」
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

な
た
も
一
度
、
地
区
の
公
民
館

な
ど
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
、
の
び
の
び
と

し
た
姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

学
習
会
や
講
演
会
を
行
い
ま
す

○
青
少
年
健
全
育
成
市
民
の
つ
ど
い

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
を
考

え
る
交
流
学
習
会
で
す
。

日
時

11
月
16
日
(日)

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室(

大
谷
６
―

24)

定
員

1
2
0
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

○
青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

日
時

11
月
20
日
(木)

午
後
７
時
〜
8
時
30
分

演
題

「
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活

動
の
必
要
性
と
地
域
教
育

力
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

講
師

三
浦
清
一
郎

み
う
ら
せ
い
い
ち
ろ
う

さ
ん
（
生
涯

学
習
研
究
者
）

定
員

2
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ

ン
ホ
ー
ル

参
加
費

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

小倉東地区で行われ
た「手作りケーキ教
室」に13人の中学
生が参加。地域のお
母さんたちと一緒
に、ケーキやフルー
ツパフェ作りに挑戦
しました。

天神山地区で行われた｢じゃがいも掘り｣では、収穫の後、公民館
でとれたてのじゃがいもを使ったカレーライスや芋団子を食べま
した。

天神山地区で行われた｢じゃがいも掘り｣では、収穫の後、公民館
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天神山地区で行われた｢じゃがいも掘り｣では、収穫の後、公民館
でとれたてのじゃがいもを使ったカレーライスや芋団子を食べま
した。

天神山地区で行われた｢じゃがいも掘り｣では、収穫の後、公民館
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でとれたてのじゃがいもを使ったカレーライスや芋団子を食べま
した。

泉地区では、毎月第2土曜日に読書会や囲碁、将棋、
ビーチボールバレー、卓球など、多くのサークル
を開設しています。中でも読書会は、定期的に図
書館から本を借りることで、活動の充実を図って
います。

あ
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PENSION

す
べ
て
の
人
が
加
入
者

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
職
業
や
所
得
に
関
係
な
く
、
す
べ
て

の
人
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

加
入
す
る
と
、
第
1
号
か
ら
第
3
号
の
3

種
類
に
分
か
れ
て
い
て
、
必
ず
ど
れ
か
に
該

当
し
ま
す
。

○
第
1
号
被
保
険
者

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業
や
自
由

業
、
学
生
、
無
職
の
人
な
ど

○
第
2
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
や

各
種
共
済
組
合
の
加
入
者

○
第
3
号
被
保
険
者

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

こ
ん
な
と
き
は
届
出
を

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き

→

市
役
所
で
、
国
民
年
金
加
入
手
続
き

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き

→
市
役
所
で
、
第
1
号
被
保
険
者
へ
の
加

入
手
続
き

○
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
中
の
配
偶
者

の
扶
養
に
な
っ
た
と
き
→

配
偶
者
の
勤
務
先
で
、
第
3
号
被
保
険

者
へ
の
加
入
届

○
第
3
号
被
保
険
者
が
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は

ず
れ
た
と
き

→

市
役
所
で
、
第
1
号
被
保
険
者
へ
の
加

入
手
続
き

20
歳
以
上
の
人
で
、
ま
だ
加
入
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
の
勤
務
先
が
変
わ
っ
た
と

き
や
第
3
号
被
保
険
者
が
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
と
き
に
、
届
出
忘
れ
が
多
く
あ
る
よ
う

で
す
。

届
出
は
、
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

き
ち
ん
と
納
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

将
来
年
金
を
も
ら
う
に
は
、
60
歳
ま
で
に

原
則
と
し
て
25
年(

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
期

間
を
含
む)

以
上
の
加
入(

納
付)

が
必
要
で
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

老
齢
年
金
ば
か
り
か
、
障
害
が
残
っ
た
り
、

一
家
の
働
き
手
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た

と
き
に
も
ら
え
る
は
ず
の
障
害
・
遺
族
年
金

も
も
ら
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
金
制
度
を
支
え
、
そ
し
て
あ
な
た
の
老

後
を
支
え
る
大
事
な
保
険
料
で
す
。
き
ち
ん

と
納
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
15
年
度
国
民
年
金
保
険
料(

月
額)

1
万
3

3
0
0
円

支
払
い
が
困
難
な
と
き
に
は
…

経
済
的
な
理
由
で
、
ど
う
し
て
も
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
納
付
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
年
金
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(
584)
1
1
4
1

国民年金を
正しく理解してますか？
11月は、国民年金制度推進月間です。
国民年金制度は、高齢になったときや病気などで障害が残ってしまったとき、また
不慮の事故で一家の働き手を失ってしまったときなどに、所得を保障する制度です。
やがて訪れる老後や万が一のときのため、この制度を正しく理解しておきましょう。

年金マメ知識

税金が安くなります
所得税の年末調整や確定申告
で、前年中(１～12月)に納めた
保険料は、全額、社会保険料控
除の対象となります。

年金は｢終身保障｣
老齢基礎年金は、生きている
間ずっと受け取ることができる
終身年金です。

年金はお得？
｢支払った保険料に見合う年

金がもらえるの？｣と不安に思
っていませんか。
平均寿命で考えると、納める
金額より受け取る金額の方が大
きくなります。

第１号�
被保険者�

第２号被保険者�

国民（基礎）年金�

第３号�
被保険者�

国民年金�
基金�

厚生年金� 共済組合�

会社員など� 公務員など�

+ + +

納めた金額�

受け取る金額�

20歳から60歳まで�
40年間に納める保険料総額�

（18,500円×12月×40年）�
※厚生労働省・平成１１年財政見通しにより2023�
　年からの保険料は１ヵ月18,500円として計算�

８，８８０，０００円�

65歳から81.5歳（平均寿命）まで�
16.5年間に受け取る年金総額�

（797,000円×16.5年）�
※平成15年度の老齢基礎年金の年額797,000円で�
　計算�

１３，１５０，５００円�

納める年金額と受け取る年金額�
　（平成15年生まれの人の場合）�
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ト
ピ
ッ
ク
ス�

9月28日、大野城市の大利中学校で第17回筑紫地区消防操法大会が行われました。大
会には4市1町から2部門(自動車ポンプ・小型ポンプ)計10チームが出場。来年の県大会
出場を目指し、消火技術の正確さと早さ、そして規律を競いました。
春日市からは、両部門とも9月6日に行われた市大会で優勝した西分団チームが出場し

ました。出場が決定した後は、休みなく一層の訓練を積んできた同チームは、本番でも
その成果を見事に発揮しまし
た。
結果は、小型ポンプの部が準

優勝と、惜しくも県大会への出
場はなりませんでしたが、応援
の消防団員や観客からは盛大な
拍手を浴びていました。
ボランティアながら、日夜市

民の安全を守る消防団。この大
会を通して、技術や結束力が一
段と高まったようです。

小型ポンプの部で準優勝

第17回筑紫地区消防操法大会

元気に働くことが
生きがいです！

シルバー人材センター

(社)春日市シルバー人材センターの
会員約20人が、10月3日、ダイエー
春日店前で街頭啓発を行いました。
これは、市民に同センターの活動を

知ってもらうことで、仕事の受注を増
やしたり、会員の加入を促進したりし
ようというもの。
会員らは、啓発物品やチラシを配り

ながら、熱心に買い物客に呼びかけて
いました。

同センターは、昭和60年に高齢者が働く
ことによって生きがいを持つことを目的に設
立された公益的法人で、入会資格は、原則と
して、働く意欲のある60歳以上の人。
現在、645人の会員が、豊富な知識と経験を
生かして、主に庭木の剪

せん

定や草刈り、家事援
助など、さまざまな仕事に従事しています。

▲現場さながらの緊張感の中、見事な技術を疲労する選
手たち

▲街頭啓発に先立って、市役所で井上市長
に活動報告

▲「こんな仕事も引き受けます」とセンターの活
動をPR

問い合わせ先 春日市シルバー人材センター
1596ー1826
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夫やパートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セ
クシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など、
女性をとりまく暴力は社会的に大きな問題です。
これらの問題の原因のひとつは、女性の人権が軽
視されている現状です。これは、男女共同参画社会
づくりの大きな障害となっています。
市は、｢ちくし女性ホットライン｣を設けて、女性
が抱えるさまざまな悩みの電話相談を行っています。

一人で悩まずに、気軽にご相談ください。
相談電話 513―7335
相談日 月～金曜日(祝日・年末

年始は除く)
相談時間 午前10時～午後5時
※　外国語での相談も可能です。
問い合わせ先 人権女性政策課
1(584)1111 5(584)1153

11月12日～25日は

｢女性に対する暴力をなくす運動｣期間

市からのお知らせ�

平
成
16
年
4
月
オ
ー
プ
ン
予
定

筑
紫
地
区
精
神
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
つ
く
し
ぴ
あ
」

精
神
に
障
害
を
持
つ
人
が
豊
か
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
筑
紫

地
区
精
神
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
「
つ
く
し
ぴ
あ
」。
平
成
16
年
4
月

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
筑
紫
地
区

4
市
1
町
が
共
同
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

利
用
対
象
者

筑
紫
地
区
在
住
の
精

神
障
害
者
で
、
医
療
機
関
に

通
院
し
、
症
状
が
軽
く
社
会

復
帰
を
目
指
し
て
い
る
人

活
動
内
容
　

▽
相
談専

門
ス
タ
ッ
フ
が
日
常
生
活
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▽
日
常
生
活
支
援

食
生
活
や
家
事
に
関
す
る
こ
と
、

利
用
で
き
る
制
度
な
ど
、
生
活
に

即
し
た
情
報
提
供
や
支
援
を
行
い

ま
す
。

▽
仲
間
づ
く
り

趣
味
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

▽
地
域
と
の
交
流

施
設
を
活
用
し
た
ふ
れ
あ
い
事

業
を
開
催
し
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
結
び
つ
き
を
深
め
、
障
害
者
へ

の
理
解
に
つ
な
げ
ま
す
。

▽
就
労
支
援
　

就
労
に
よ
る
自
立
を
目
指
し
、

就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
障
害

担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

3
0
9
0

JR大野城駅�

九州大学�

県立春日高校�

春日公園�
　団地�

至白木原�

春
　
日
　
大
　
橋
�

至春日�

至JR春日駅�

ココ�

完成予想図
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市は、毎年11月3日「文化の日」に、福祉や教育、
文化など、さまざまな分野で市の発展に貢献した人や
市民の模範となる人を表彰しています。
表彰者の功績をたたえるため、多くの市民の皆様の
ご来場をお待ちしています。
日時 11月3日(月) 午前10時～正午
会場 ふれあい文化センターサンホール(大谷6―24)
問い合わせ先 人事法制課総務法制担当
1(584)1111 5(584)1145

11
月
23
日
(日)
・
24
日
(月)

ゴ
ミ
は
出
せ
ま
せ
ん

天
神
山
地
区
・
白
水
ヶ
丘
地
区

新
し
い
町
名
に
変
わ
り
ま
し
た

今年は20人を表彰します

第16回春日市表彰式

11
月
23
日
(日)
・
24
日
(月)
は
、「
勤
労

感
謝
の
日
」
に
ち
な
ん
で
ゴ
ミ
の
収

集
を
休
み
ま
す
。

こ
の
期
間
に
ゴ
ミ
を
出
す
と
、
収

集
さ
れ
ず
に
悪
臭
を
放
っ
た
り
、
カ

ラ
ス
に
食
い
荒
ら
さ
れ
た
り
し
て
、

周
囲
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
両
日
が
粗
大
ゴ
ミ
の

収
集
日
に
あ
た
る
地
区
は
、
振
り
替

え
て
収
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
7

10
月
27
日
か
ら
、
大
字
上
白
水
の
一
部
と
大
字
下
白
水
の
一
部(

天
神
山
地
区
・
白

水
ヶ
丘
地
区)

の
町
名
が
天
神
山
1
〜
7
丁
目
、
白
水
ヶ
丘
2
丁
目
に
変
わ
り
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

用
地
防
災
課
地
籍
調
査
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
３

粗大ゴミの収集振替日と該当地区�

23日(日)を25日(火)に振替�

　大谷(紅葉ヶ丘西1丁目と7丁目を除く)　春日原　

春日原南　須玖北�

24日(月)を26日(水)に振替�

　泉　岡本(岡本行政区の大和町５丁目)　昇町(一の

谷1～3丁目、4・6丁目の一部、大土居1・2丁目を含む)

　日の出町　大和町　弥生�

天神山1丁目�
天神山2丁目�

天神山3丁目�

天神山4丁目�

天神山5丁目�

天神山6丁目�

天神山7丁目�

白水ヶ丘2丁目�

一の谷第一公園�
春日西中学校�

ミネシゲ�
ゴルフセンター�

ダイエー�
大土居店�

JA筑紫�
大土居支店�

毛勝児童センター�

白水池�

中原中池�

ヒ
シ
ャ
テ
ガ
蒲
池�

ウ
ト
グ
チ
中
池�

整
理
池�

西
ス
ポ
ー
ツ�

セ
ン
タ
ー�

白水池第1�
児童遊園�

あいあい保育園�

天神山�
コミュニティ�
供用施設�

天神山�
小学校�

編入箇所�
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全市民対象の出前トーク

｢全体トーク｣を開催
全市民対象の出前トーク「市長と語る」(全体トーク)を開催し、今年度の主な事業や課題についての説明や参
加者との意見交換を行います。
各地区ごとに行った出前トークに参加できなかった人にも参加してもらうため、「全体トーク」では日曜日の
昼間に行います。気軽にご参加ください。
なお、当日は託児（未就学児・無料・申込先
着20人）や手話通訳も行います。
日時 11月30日(日) 午後2時～4時
会場 いきいきプラザ2階健康指導室(昇町1―

120)
※　駐車場に限りがあります。コミュニティバ
スなどの公共交通機関を利用してください。

定員 80人(当日先着順)
※　託児を希望する人は、11月4日(火)～17日
(月)（平日のみ）に、電話で申し込んでくだ
さい。

申込・問い合わせ先 行政管理課行政管理担当
1(584)1111 5(584)1145

人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
た
い
思
い
の
あ
る
人
集
ま
れ
！

「
春
日
ま
ち
づ
く
り
塾
」塾
生
募
集

市
は
、
話
し
合
い
に
よ
る
企
画
・
運
営

の
進
め
方
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
基
本
的

な
手
法
を
楽
し
く
学
ぶ
「
春
日
ま
ち
づ
く

り
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

こ
れ
は
、「
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
み
た
い
」「
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
た
い
」「
活
動
の
話
し
合
い
が

う
ま
く
進
ま
な
い
」
な
ど
と
思
っ
て
い
る

人
の
た
め
の
、
体
験
型
講
座
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
。

対
象

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
16
歳

以
上
の
人
で
、
全
8
回
の
う
ち
5

回
以
上
出
席
で
き
る
人

※
　
18
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
の
同
意
書

が
必
要
で
す
。

日
程
・
テ
ー
マ

▽
12
月
13
日
(土)
・
「
楽
し
く
仲
間
づ
く
り
」

▽
平
成
16
年
1
月
10
日
(土)
・
「
ま
ち
歩
き

の
す
す
め
」

▽
2
月
14
日
(土)
・
「
カ
ー
ド
を
使
っ
た
話

し
合
い
」

▽
3
月
13
日
(土)
・
「
即
興
記
録
づ
く
り
」

▽
4
月
〜
6
月
の
毎
月
第
2
土
曜
日
・
自

主
企
画
づ
く
り

▽
7
月
10
日
(土)
・
卒
業
発
表

時
間

午
前
9
時
〜
正
午

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

11
月
4
日
(月)
以
降
に
、
ハ
ガ

キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

「
春
日
ま
ち
づ
く
り
塾
申
し
込
み
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課

地
域
づ
く
り
担
当
（
〒
816
―

8
5
0

1
春
日
市
役
所
）

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

tiiki@
city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

春日まちづくり塾キャラクター
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紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

期
間

11
月
2
日
(日)
〜
24
日
(月)

場
所

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ(

那

珂
川
町
五
カ
山

ご
か
や
ま

6
4
8)

イ
ベ
ン
ト

▽
木
工
教
室
▽
親
子
大
声

大
会
▽
乗
馬
体
験
▽
日
本
昔
話

ゲ
ー
ム
▽
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

▽
ち
び
っ
こ
ぬ
り
え
大
会
な
ど

※
　
各
イ
ベ
ン
ト
の
日
時
や
申
込
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か

が
わ

1(

953)

3
0
3
0

5(

953)

3
2
9
5

最
終
回
の
11
月
は
「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
で
す
。
カ
モ
な
ど
、
冬
鳥
の

生
態
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

11
月
29
日
(土)

午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時
30
分

場
所

大
野
城
い
こ
い
の
森
水
辺
公
園

(

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

6
3
6
―

1)

※
　
現
地
ま
で
の
交
通
手
段
が
な
い
人

は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら

送
迎
し
ま
す
。

参
加
費

一
人
3
0
0
円
程
度(

当
日

徴
収)

持
っ
て
く
る
物

▽
お
に
ぎ
り
▽
双
眼

鏡(
持
っ
て
い
る
人
の
み)

定
員

30
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選)

申
込
方
法

11
月
15
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
住

所
、電
話
番
号
、年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

3
2
3
4

5(

585)

1
6
3
4

県
は
、男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
会
や
産
直
ふ
れ
あ
い
市
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
22
日
(土)
・
23
日
(日)

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
3
―

1
―

7)

内
容

▽
基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
男
女
共
同
参
画
の
風
を
！
」

講
師

大
澤
お
お
さ
わ

眞
理
ま

り

さ
ん(

東
京
大
学

社
会
科
学
研
究
所
教
授)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

斎
藤

さ
い
と
う

文
男

ふ

み

お

(

九
州
大
学
名
誉
教
授)

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

柳
や
な
ぎ

淑
子

よ

し

こ(

前
久

留
米
女
性
会
議
代
表)

※
　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
、
託

児
や
手
話
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」

1(

584)

1
2
6
1

5(

584)

1
2
6
2

自
主
的
な
生
涯
学
習
団
体
「
学
び
す

と
春
日
」の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
生
や
、

そ
の
卒
業
生
で
つ
く
る
「
キ
ル
ト
サ
ー

ク
ル
フ
ー
プ
」
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

日
時

11
月
12
日
(水)
〜
15
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
大
谷
6
―

24
）

問
い
合
わ
せ
先

北
野

き

た

の

1(

090)

5
4
7
3
―

6
8
6
0

子
ど
も
を
対
象
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

リ
ー
ス
作
り
を
し
ま
す
。

日
時

11
月
29
日
(土)

午
後
1
時
〜
3
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
実
習

室(

大
谷
6
―

24)

参
加
費

3
0
0
円
（
材
料
代
）

申
込
方
法

11
月
22
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
　
合
原

ご
う
は
ら

1(

592)

6
6
0
9(

5
兼
用)

は
つ
ら
つ
と
し
た
高
齢
社
会
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
「
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
間

11
月
15
日
(土)
〜
18
日
(火)

内
容

▽
シ
ニ
ア
美
術
展
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
展

▽
三
浦
雄
一
郎

み
う
ら
ゆ
う
い
ち
ろ
う

さ
ん(

プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ

ー)
に
よ
る
講
演(

15
日
の
み)

▽
ね
ん
り
ん
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル(

16
日
の
み)

▽
子
ど
も
広
場
、
ふ
れ
あ
い
市
場
な
ど

会
場

石
橋
い
し
ば
し

文
化
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米

市
野
中

の

な

か

町
1
0
1
5
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
り
ん
・
ス
ポ
ー

ツ
文
化
祭
実
行
委
員
事
務
局

1(

584)

3
3
7
7

5(

584)

3
3
6
9

管
内
に
住
む
小
学
生
や
親
子
が
対
象

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

11
月
8
日
(土)(

雨
天
中
止)

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

場
所

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防

本
部(

春
日
2
―

2
―

1)

内
容

▽
車
両
展
示
▽
消
防
車
と
綱
引

き
▽
応
急
処
置
学
習
▽
救
助
袋

降
下
体
験
▽
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験

▽
は
し
ご
車
体
験
搭
乗
な
ど

※
　
当
日
は
長
そ
で
・
長
ズ
ボ
ン
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
本
部
予
防
課
指
導

係

1(

584)

1
1
9
5

5(

584)

1
2
0
0

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

イ
ベ
ン
ト

サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
れ
あ
い
探
検
隊
第
7
弾

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

も
み
じ
ま
つ
り

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
3

参
加
者
募
集

子
ど
も
レ
ク
ス
ク
ー
ル

「
学
び
す
と
春
日
」

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

い
よ
い
よ
開
催

県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル(

防
災
楽
習
塾

が
く
し
ゅ
う
じ
ゅ
く)
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お誕生日おめでとう

平成14年11月22日生

吉
水
力
哉

よ
し
み
ず
り
き
や

ち
ゃ
ん(

須
玖
南)

平成14年11月9日生

藤
田

ふ
じ
た

あ
か
り
ち
ゃ
ん(

下
白
水
南)

平成14年11月7日生

井
町
碩
章

い
ま
ち
ひ
ろ
あ
き

ち
ゃ
ん(

光
町)

平成14年11月15日生

江
藤

え
と
う

愛あ
い

ち
ゃ
ん(

日
の
出
町)

平成12年11月14日生

合
原
ご
う
は
ら

未
旺
み

お

ち
ゃ
ん(

宝
町)
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健
康
と
親
睦
を
目
的
と
し
た
、
テ
ニ

ス
を
楽
し
む
ク
ラ
ブ
で
す
。

練
習
日
時

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
1
時
〜
3
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
6
―

28)

問
い
合
わ
せ
先

猪
山

い

や

ま

1(

591)

6
7
9
9

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
友
達
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

対
象

小
学
2
〜
4
年
生
の
女
子

練
習
日
時

毎
週
月
・
木
曜
日
　

午
後
5
時
30
分
〜
7
時
30
分

場
所

春
日
東
小
学
校
体
育
館(

若
葉

台
東
1
―

51)

問
い
合
わ
せ
先

長
雄

な

が

お

1(

593)

5
0
6
8(

5
兼
用)

対
象

市
内
に
居
住
す
る
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
ま
た
は
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
の
会
員

日
時

11
月
23
日
(日)

午
前
9
時
15
分

〜
　(

受
付
　
午
前
9
時
〜)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場(

大
谷
6
―

28)

種
目(

い
ず
れ
も
A
・
B
・
C
ク
ラ
ス)

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

※
　
参
加
者
数
で
ク
ラ
ス
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

一
人
1
種
目
1

0
0
0
円

(

高
校
生
以
下
は
8
0
0
円)

申
込
方
法

11
月
15
日
(土)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢(

学
年
も)

、

性
別
、
電
話
番
号
、
出
場
種
目

(

ク
ラ
ス
も)

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
崎
幸
子

や
ま
さ
き
さ
ち
こ

（
〒
816
―

0
8
7
2
桜
ヶ
丘
3
―

73
―

1
―

8
0
1
）

1(

571)

7
3
0
3(

5
兼
用)

80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の
健
全

な
自
分
の
歯
を
保
ち
、
質
の
高
い
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
、
無
料
歯
科
健
診
を

行
い
ま
す
。ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
期
間

11
月
4
日
(火)
〜
8
日
(土)

（「
い
い
な
、
い
い
歯
」
週
間)

健
診
場
所

県
歯
科
医
師
会
会
員
の
各

診
療
所

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
歯
科
医
師
会

1(

572)

8
2
1
1

5(

572)

6
2
4
2

わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健
康

教
室
で
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
11
月
7
日
(金)

「
糖
尿
病
に
つ
い
て
」

松
林

ま
つ
ば
や
し

直
す
な
お

さ
ん(

副
院
長)

▽
11
月
14
日
(金)

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

医
療
に
つ
い
て
」

日
高
良
江

ひ

だ

か

よ

し

え

さ
ん(

臨
床
試
験
部
副
看

護
部
長)

▽
11
月
28
日
(金)

「
糖
尿
病
食
の
ひ
と

工
夫
〜
糖
尿
病
食
は
健
康
食
で
す

〜
」

高
橋
雅
子

た
か
は
し
ま
さ
こ

さ
ん(

管
理
栄
養
士
副
室

長)

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
6

階
講
堂(

須
玖
北
4
―

5)
問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1(

573)
6
6
2
2

5(

573)

1
7
3
3

交
通
事
故
な
ど
は
必
ず
届
出
を

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
交
通
事
故
に

遭
っ
た
り
、
他
人
の
飼
い
犬
に
か

ま
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
、
国
保

の
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
相
手
方
の
過

失
分
に
相
当
す
る
医
療
費
を
国
保

が
一
時
的
に
立
て
替
え
て
い
る
だ

け
で
す
の
で
、
市
役
所
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
担
当

1(

584)

１
１
１
１
5(

584)

１
１
４
１

国
保
い
ろ
い
ろ

健
　
康

参
加
者
募
集

協
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

8
0
2
0
を
目
指
し
て

無
料
歯
科
健
診

ス
ポ
ー
ツ

女
性
会
員
募
集

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集

春
日
フ
レ
ン
ズ

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室
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対
象

糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家
族
な
ど

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
11
月
26
日
(水)

「
糖
尿
病
合
併
症
を

知
る
こ
と
防
ぐ
こ
と
」

筒つ
つ

信
隆

の
ぶ
た
か

さ
ん(

福
岡
赤
十
字
病
院

医
師)

▽
12
月
3
日
(水)

「
合
併
症
予
防
の
日

常
ケ
ア
に
つ
い
て
」・「
日
常
の
運
動

〜
心
も
た
の
し
く
」

荒
木

あ

ら

き

祐
子

さ

ち

こ

さ
ん(

県
立
柳
川

や
な
が
わ

病
院
看

護
士)

ほ
か

▽
12
月
10
日
(水)

「
合
併
症
予
防
の
日

常
食
事
〜
自
己
管
理
と
工
夫
〜
」

平
山
民
江

ひ
ら
や
ま
た
み
え

さ
ん(

県
立
柳
川
病
院
管

理
栄
養
士)

時
間

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

会
場

県
筑
紫
合
同
庁
舎(

大
野
城
市

白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25)

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
12
月
3
日
は
実
技
も
行
い
ま
す
。

運
動
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
健
康
対
策

課
健
康
増
進
係

1(

513)

5
5
8
3

5(

592)

8
4
4
4

骨
粗
し
ょ
う
症
が
ど
の
よ
う
な
病
気

か
が
分
か
る
講
演
会
で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
5
日
(水)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

講
師

城
戸
正
喜

き

ど

ま

さ

よ

し

さ
ん(

城
戸
整
形
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)
1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
を
付
け
て
い

る
人
が
対
象
の
健
康
教
室
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
16
日
(日)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
5
0

4
号
室(

原
町
3
―

1
―

7)

講
師

江
口

え

ぐ

ち

忍
し
の
ぶ

さ
ん(

武
雄

た

け

お

市
立
武

雄
市
民
病
院
看
護
師
長)

問
い
合
わ
せ
先

同
支
部
筑
紫
分
会

尾
針
忠
之

お
ば
り
た
だ
ゆ
き

1(

592)

8
7
5
7

日
時

11
月
27
日
(木)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場

県
筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議

室(

大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25)

テ
ー
マ

「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
肝
臓
が

ん
」

講
師

向
坂
彰
太
郎

さ
き
さ
か
し
ょ
う
た
ろ
う

さ
ん(

福
岡
大
学

医
学
部
第
3
内
科
主
任
教
授)

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
企

画
指
導
係

1(

513)

5
6
1
0

5(

592)

8
4
4
4

い
じ
め
や
差
別
、
暴
力
、
体
罰
、
名

誉
毀
損

き

そ

ん

、
近
隣
や
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
11
月
4
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
11
月
6
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
―(

大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち2
―

2

―

1)

▽
11
月
18
日
(火)

太
宰
府
市
役
所(

太

宰
府
市
観
世
音
寺

か

ん

ぜ

お

ん

じ

1
―

1
―

1)

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時

11
月
20
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

5
―

14
―

7)

定
員

6
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

11
月
13
日
(木)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

労
働
問
題
の
解
決
を
援
助
し
、
労
働

関
係
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
個
別
相
談

会
で
す
。
弁
護
士
や
県
生
活
労
働
部
職

員
な
ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時

11
月
13
日
(木)

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡
1
階
円
形
ホ
ー

ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

て
ん
じ
ん

1
―

1
―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
情
報
相
談

課

1(

735)
6
1
4
9

5(

712)

0
4
9
7

パ
ソ
コ
ン
中
級
者
が
対
象
で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

①
12
月
23
日
(火)
〜
26
日
(金)(

4
日
間)

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

②
12
月
9
日
(火)
〜
12
日
(金)
・
16
日
(火)
〜

19
日
(金)(

8
日
間)

午
後
6
時
〜
9
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
3
―

1
―

7)

講
座
内
容

▽
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

(

中
級)

▽
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
技
術
▽
試
験

定
員

各
20
人(

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選)

申
込
方
法

11
月
7
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏
面

に
会
場
名
「
春
日
」、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座

の
開
始
日
、
返
信
面
に
は
、
申

込
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て

送
る(

申
し
込
み
は
1
人
1
枚)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
I
T
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座
事
務
局
（
〒

810
―

8
7
9
9
福
岡
中
央
郵
便

局
留
）

1(

733)

8
3
0
5

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.fu
ku
o
ka
.jp

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

く
ら
し
と
か
ら
だ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
せ
ん
か

骨
粗
し
ょ
う
症
講
演
会

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
健
康
教
室

相
　
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
特
設
人
権
相
談
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

県
福
岡
労
働
福
祉
事
務
所

働
く
人
の
な
ん
で
も
労
働
相
談

講
演
・
講
座

受
講
者
募
集

県
地
域
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座



きいて�きいて�

お誕生日おめでとう

1月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
12月１日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成13年11月23日生

足
立
優
衣

あ

だ

ち

ゆ

い

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成14年11月1日生

川
野

か
わ
の

晴な
る

ち
ゃ
ん(

小
倉)

平成13年11月23日生

斧
田
拓
海

お
の
だ
た
く
み

ち
ゃ
ん(

塚
原
台)

平成12年11月28日生

野
村
千
奈

の

む

ら

ち

な

ち
ゃ
ん(

若
葉
台
西)

情
報
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ろ
ば
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春
日
市
商
工
会
と
筑
紫
間
税
会
春
日

支
部
、
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
行
う

説
明
会
で
す
。

日
時

11
月
14
日
(金)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場

同
商
工
会
館(

伯
玄
町
2
―

24)

講
師

筑
紫
税
務
署
職
員

申
込
方
法

11
月
4
日
(火)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会

1(

581)

1
4
0
7

5(

575)

0
7
0
2

相
続
な
ど
の
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
考
え
、
今
後
の
生
活
を
安
心
で

き
る
も
の
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
8
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室(

昇
町
3
―

1
0
1)

演
題

「
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
」

講
師

瀬
田

せ

た

和
正

か
ず
ま
さ

さ
ん
、
伊
藤
雅
代

い

と

う

ま

さ

よ

さ

ん
（
行
政
書
士
八
年
会

は
ち
ね
ん
か
い

）

定
員

1
0
0
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
地

域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

1(

581)

7
2
2
5

5(
581)

7
2
5
8

独
立
開
業
を
考
え
て
い
る
人
や
開
業

後
1
年
未
満
の
人
を
対
象
に
、
中
小
企

業
診
断
士
な
ど
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。受

講
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
17
日
(月)
〜
21
日
(金)

午
後
7
時
〜
10
時

会
場

大
野
城
市
商
工
会
館(

大
野
城

市
瓦
田

か
わ
ら
だ

2
―

6
―

12)

内
容

▽
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
・
個

別
指
導
▽
事
業
計
画
書
を
考
え

る
▽
最
低
資
本
金
制
度(

公
的

支
援
に
つ
い
て)

な
ど

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

11
月
12
日
(水)
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会

1(

581)

1
4
0
7

5(

575)

0
7
0
2

パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

11
月
17
日
(月)
〜
12
月
15
日
(月)

コ
ー
ス

▽
月
・
水
曜
日
コ
ー
ス
▽

火
・
金
曜
日
コ
ー
ス(

各
8
日

間
）

時
間

①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
1

時
〜
3
時
③
午
後
3
時
30
分
〜

5
時
30
分
④
午
後
6
時
〜
8
時

定
員

各
8
人
（
申
込
先
着
順
）

会
場

春
日
公
民
館
（
春
日
1
―

1
1

1
）

受
講
料

1
万
2

0
0
0
円

※
　
こ
の
ほ
か
に
教
材
費
が
必
要
で

す
。

申
込
方
法

11
月
4
日
(火)
〜
12
日
(水)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

コ
ー
ス
・
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

1(

571)

4
1
4
9

5(

571)

7
9
2
1

成
人
が
対
象
の
、
無
料
公
開
講
座
で

す
。

日
時

11
月
19
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
6
―

24)

講
師

伊
東
達
也

い

と

う

た

つ

や

さ
ん(

春
日
市
民
図

書
館
司
書)

※
　
託
児(

2
0
0
円
・
申
込
先
着
10

人)
や
手
話
通
訳(

無
料)

を
希
望
す

る
人
は
、
11
月
12
日
(水)
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
･
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

人
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を
和
や
か

で
楽
し
く
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。

地
域
や
サ
ー
ク
ル
、
職
場
で
役
立
つ

ゲ
ー
ム
な
ど
を
講
習
し
ま
す
。

日
程

11
月
20
日
(木)
・
27
日
(木)
、
12
月

4
日
(木)
・
12
日
(金)
・
18
日
(木)

(

計
5
回)

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室(

大
谷
6
―

24)

定
員

50
人(

申
込
先
着
順)

参
加
費

材
料
費
の
み
自
己
負
担

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属

団
体
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

ご
参
加
く
だ
さ
い

「
改
正
消
費
税
」
説
明
会

市
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
公
開
講
座

経
営
の
基
礎
を
学
び
ま
せ
ん
か

創
業
塾

春
日
公
民
館

年
賀
状
作
成
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

「
図
書
館
活
用
術
」

中
央
公
民
館
教
養
講
座

参
加
者
募
集

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
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エッセイ募集中 ハガキに題名、住所、氏名、電話番号を書いて送ってください。匿名やペンネームでも可。なお、編集の都合で、原文を要約したり、表現を変えた
りすることがあります。あて先●〒816-8501春日市役所　広報担当「エッセイ」係　※　掲載された人には図書券（500円分）を進呈します。

11
月�

小学1年生の娘の下の歯がグラグラしていた。

娘は｢早く抜けないかなぁ｣と笑顔。娘は、抜けた

歯を「ティースフェアリー（歯の妖精）」にあげ

ようと楽しみにしているのだ。

昨年、10カ月程アメリカにいたときに「ティ

ースフェアリー」の絵本に夢中になっていた。ア

メリカでは、夜抜けた歯を枕の下に入れて眠ると、

ピカピカのコインと交換していってくれるという

迷信があるそうだ。

数日後、嬉しそうに抜けた歯を持って、学校か

ら帰ってきた。そしてその夜、枕の下へ。

｢アメリカからティースフェアリーが来てくれる

かな｣と娘は少し心配そう。しか

し翌朝、｢コインあったよ！｣と大

喜びで飛び起きてきた。｢日本ま

で来てくれてよかったね｣と私。

ティースフェアリー
[ペンネーム] エルセリート

未来は自分で作るもの…？
[ペンネーム] かるがもかよちゃん

私は、結構後からクヨクヨ後悔する方である。で

も、先日友人から｢人と過去は変えられないけど、

自分の今を変えていけば未来は変わってくるよ｣

と言われ、なるほどと思った。

相手にグチを言っても、今の状況は変わらない。

だったら自分自身の行動を変えていけば、自分の

周りの反応は確実に変わっていくと思う。

現に、私自身が怒らないよう努力すれば、周り

も何となく穏やかになり、子どもも話をしてくる

ようになった。相手にきちんと話をして任せるこ

とによって、自主性も芽ばえてきたように思う。

子どもの成長を強く感じた。

子どもの成長に負けないよう、私自身、もっと

もっと勉強し、努力して立派な大人になりたいと

日々思っている。未来は今から創っていくものだ

から…。

市
は
、「
ふ
れ
あ
い
人
権
セ
ミ
ナ
ー

K
A
S
U
G
A
」
と
題
し
、
市
民
人
権

講
座
を
行
い
ま
す
。

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
差
別
や
偏
見
を
、
一
日
で

も
早
く
解
消
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
程
・
場
所
・
内
容
・
講
師

▽
11
月
13
日
(木)

千
歳
町
公
民
館

「
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
」

講
師

小
野

お

の

ミ
ツ
さ
ん
（
佐
賀
医
科

大
学
看
護
学
科
助
教
授
）

▽
11
月
14
日
(金)

春
日
公
民
館

「
博
多
に
わ
か
で
学
ぶ
人
権
問
題
〜

笑
い
で
差
別
を
ふ
き
と
ば
せ
」

講
師

松
崎
真
治

ま
つ
ざ
き
し
ん
じ

さ
ん
（
博
多
に
わ

か
振
興
会
常
任
理
事
）

▽
11
月
21
日
(金)

岡
本
公
民
館

「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
と
差
別
意
識
」

講
師

松
下
正
信

ま
つ
し
た
し
ょ
う
し
ん

さ
ん
（
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
長
泉
寺

ち
ょ
う
せ
ん
じ

住
職
）

▽
12
月
2
日
(火)

松
ヶ
丘
公
民
館

「
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
」

講
師

倉
富
史
枝

く
ら
と
み
ふ
み
え

さ
ん
（
福
岡
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
所
）

▽
12
月
5
日
(金)

昇
町
公
民
館

「
私
の
中
に
あ
る
差
別
意
識
、
心
の

自
由
を
求
め
て
」

講
師

西
川
典
洋

に
し
か
わ
の
り
ひ
ろ

さ
ん
（
㈱
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ナ
ジ
ー
研
究
所
）

▽
12
月
19
日
(金)

春
日
原
南
公
民
館

「
日
本
の
国
際
化
と
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
問
題
〜
個
人
史
を
通
し
て
」

講
師

金
泰
泳

キ
ム
テ
ヨ
ン

さ
ん
（
福
岡
教
育
大

学
助
教
授
）

時
間

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

日
時

12
月
21
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場

(財)
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
作
業
室

(

浮
羽
郡
田
主
丸

た
ぬ
し
ま
る

町
益
生
田

ま

す

お

だ

1

1
2
5)

定
員

24
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

参
加
費

5

0
0
0
円(

材
料
代)

申
込
方
法

11
月
15
日
(土)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

(財)
県
緑
化
セ

ン
タ
ー(

〒
839
―

1
2
1
3
浮
羽

郡
田
主
丸
町
益
生
田
1
1
2

5)

1
0
9
4
3
7(

2)

1
1
9
3

5
0
9
4
3
7(

2)

1
5
5
8

○
人
形
劇
団
の
の
は
な
「
お
お
き
く
な

あ
れ
」

日
時

11
月
26
日
(水)

午
前
11
時
〜
正
午

会
場

ぽ
れ
ぽ
れ
館(

春
日
1
―

38)

参
加
費

5
0
0
円

定
員

親
子
50
組
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限

11
月
17
日
(月)

○
子
育
て
研
修
会(

講
演
・
実
技)

対
象

保
育
士
や
子
育
て
関
係
の
活

動
を
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
こ
れ
ら
を
目
指
す
人

日
時

11
月
29
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

(

大
谷
6
―

24)
演
題

「
親
と
し
て
、
大
人
と
し
て
、

支
援
者
と
し
て
、
子
育
て

の
心
は
？
」

講
師

熊
丸

く
ま
ま
る

み
つ
子こ

（
県
子
育
て
グ

ル
ー
プ
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）

参
加
費

1

0
0
0
円

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限

11
月
20
日
(木)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1(

572)

8
7
4
0(

5
兼
用)

地
区
公
民
館
で
開
催

春
日
市
市
民
人
権
講
座

「
松
竹
梅
　
盆
栽
づ
く
り
」

緑
化
講
習
会

か
　
　
　
　
す
　
　
　
　
が

子
育
て

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

人
形
劇
・
子
育
て
研
修
会



情
報
ひ
ろ
ば

16

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
・
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
が
お
お
む
ね
平
成
16
年
1
〜

3
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時

12
月
6
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

定
員

20
組(

申
込
先
着
順)

内
容

▽
講
演
「
夫
婦
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

〜
呼
吸
法
と
補
助
動
作
」

講
師

堀ほ
り

尚
子

な

お

こ

さ
ん(

助
産
師)

▽
育
児
実
技(

沐
浴
実
習
な
ど)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法

11
月
4
日
(火)
〜
14
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
産

予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

今
回
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
ほ

か
、
中
学
生
と
の
交
流(

遊
び)

も
あ
り

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
19
日(

水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

幼
い
子
ど
も
た
ち
の
何
気
な
い
笑
顔

や
輝
く
瞳
に
見
え
隠
れ
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
、
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
26
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室(

大
谷
6
―

24)

講
師

豊
永

と
よ
な
が

せ
つ
子こ

さ
ん(
の
ぞ
み
愛あ

い

児
園

じ

え

ん

園
長)

定
員

1
1
0
人(

当
日
先
着
順)

※
　
託
児(

生
後
5
ヶ
月
以
上
の
未
就

学
児
・
一
人
300
円
・
申
込
先
着
20

人)

を
希
望
す
る
人
は
、
11
月
4
日

(火)
以
降
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議

1(

584)

3
3
6
6

5(

575)

0
7
6
8

11
月
16
日
(日)
に
、
市
内
全
域
で
秋
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
各
町
内
を
き
れ
い
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
で
空
き
カ
ン
・

空
き
ビ
ン
を
拾
う
こ
と
で
、「
ポ
イ
捨

て
防
止
」
な
ど
市
民
一
人
ひ
と
り
の
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

美
し
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
家
族

そ
ろ
っ
て
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

(

春
日
市
生
活
環
境
組
合
連
合
会)

勤
務
内
容

郵
便
物
の
区
分
け
や
配
達

採
用
期
間

12
月
14
日
(日)
〜
平
成
16
年

1
月
8
日
(木)
（
予
定
）

※
　
勤
務
内
容
に
よ
り
採
用
期
間
が
異

な
り
ま
す
。

募
集
人
員

4
0
0
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

博
多
南
郵
便

局
総
務
課

1(

581)

0
1
5
1
5(

501)

1
3
7
9

病
院
や
福
祉
施
設
で
の
勤
務
を
希
望

す
る
人
や
、
看
護
師
な
ど
の
資
格
所
有

者
が
対
象
で
す
。

当
日
は
、
直
接
、
各
施
設
の
担
当
者

と
面
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

11
月
14
日
(金)

午
後
1
時
〜
4
時

(

受
付
　
午
後
3
時
ま
で)

会
場

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
8
階

A
ホ
ー
ル(

福
岡
市
博
多
区
博は

か

多
駅
前

た
え
き
ま
え

2
―

10
―

19)

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

中
央
福
祉
人
材
担
当

1(

712)

8
6
0
9

対
象

市
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者

日
時

11
月
25
日
(火)

午
後
2
時
〜
4
時

※
　
こ
の
日
に
出
席
で
き
な
い
人
は
、

26
日
(水)(

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

2
時
〜
4
時)

に
行
わ
れ
る
他
市
の

説
明
会
に
出
席
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城

市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち2
―

3
―

1
）

持
っ
て
く
る
も
の

事
前
に
送
っ
て
く

る
年
末
調
整
関
係
書
類

※
　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

1(

923)

1
4
0
0

私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し

を
営
む
た
め
、
国
や
地
方
自
治
体
は
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
社
会
保
障
の
充
実
や
住

宅
・
道
路
の
整
備
、
教
育
・
科
学
技
術

の
振
興
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
お
り
、こ
れ
ら
の
活
動
の
財
源
は
、私

た
ち
が
納
め
る
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。税

は
、
私
た
ち
の
生
活
の
向
上
と
安

全
の
た
め
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
い
わ
ば
共
同
社
会
を
維
持
す
る
た

め
の
「
会
費
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
税
を
も
っ
と
身
近
な

も
の
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
税
の
パ
ネ
ル
展

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
高
校
生
が

描
い
た
税
の
ポ
ス
タ
―
、
中
学
生
に

よ
る
税
の
標
語
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。

期
間

11
月
11
日
(火)
〜
20
日
(木)

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
30
分

会
場

太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ

ン
タ
―
（
太
宰
府
市
五
条

ご
じ
ょ
う

3
―

1
―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

1(

923)

1
4
0
0

「
絵
本
の
紹
介
」

子
育
て
教
室

環
　
境

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

そ
の
他

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
中
央

医
療
・
福
祉
関
係
合
同
面
談
会

筑
紫
税
務
署

平
成
15
年
分
給
与
所
得
年
末
調
整
説
明
会

税
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

11
月
11
日
〜
17
日
は「
税
を
知
る
週
間
」

「
子
ど
も
の
心
が
見
え
る
と
き
」

子
育
て
公
開
講
座

募
　
集

博
多
南
郵
便
局

年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室



将
軍
徳
川
家
光

と
く
が
わ
い
え
み
つ

の
正
保

し
ょ
う
ほ
う

年
間
（
1

6
4
5
年
ご
ろ)

、
江
戸
幕
府
は
各
藩

に
絵
地
図
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ま
し

た
。
黒
田
く
ろ
だ

藩
は
実
用
的
な
部
分
の
み
を

記し
る

し
、
名
所
旧
跡
は
多
く
を
略
し
て
提

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
後
で
大
問
題
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

天
和
て
ん
な

か
ら
元
禄
げ
ん
ろ
く

（
1
6
8
0
〜
1
6

9
0
年
ご
ろ)

の
こ
ろ
、
背
振
山
北
麓

の
板
屋
い
た
や

村
、
椎
原
し
い
ば

村(

現
早
良
区)

の
村

民
が
、
背
振
山
頂
の
南
側
の
二
重
平

に
じ
ゅ
う
だ
い
ら

開
墾
や
炭
焼
き
で
、
肥
前
久
保
山

く

ぼ

や

ま

村

(

現
神
埼
か
ん
ざ
き

郡
脊
振
村)

の
村
民
と
争
い
に

な
り
ま
し
た
。
長
年
、
藩
を
巻
き
込
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
を
し
ま
し
た
が
う
ま

く
い
か
ず
、
江
戸
幕
府
の
裁
定
を
仰
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
持
ち

出
さ
れ
た
の
が
正
保
の
絵
図
で
し
た
。

肥
前
の
絵
図
に
は
名
所
旧
跡
が
こ
と
ご

と
く
載
せ
て
あ
り
、
背
振
も
霊
仙
寺

り
ょ
う
せ
ん
じ

の

関
係
で
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

黒
田
藩
絵
図
に
は
、
貝
原
益
軒

か
い
ば
ら
え
き
け
ん

筑
前

続
し
ょ
く

風
土
記

ふ

ど

き

に
よ
る
と
「
背
振
の
神
社

は
名
高
き
神
な
れ
ど
、
小
祠
し
ょ
う
し

な
れ
ば
是こ
れ

を
漏
ら
し
記
さ
ざ
り
」
と
神
社
の
名
前

は
な
く
、
ま
た
背
振
山
も
筑
前
側
か
ら

見
た
正
面
だ
け
を
描
い
て
後
面
は
描
か

ず
、
山
頂
の
南
側
に
権
益
が
あ
る
こ
と

は
未
記
入
で
し
た
。
こ
れ
で
は
誰
が
裁

定
し
て
も
肥
前
側
の
言
い
分
が
正
し
い

と
し
ま
す
。
幕
府
は
現
地
に
2
人
の
役

人
を
派
遣
し
て
調
査
し
ま
し
た
が
、
結

局
は
肥
前
の
勝
利
で
し
た
。
で
は
、
な

ぜ
板
屋
の
村
民
が
背
振
山
の
稜
線
を
越

え
て
権
益
を
主
張
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。背

振
山
頂
の
東
門
寺

と
う
も
ん
じ

は
、戦
国
時
代
、

大
内
お
お
う
ち

氏
、
大
友
お
お
と
も

氏
に
圧
迫
さ
れ
な
が

ら
も
、
何
と
か
脇
山
わ
き
や
ま

に
あ
っ
た
領
地
の

一
部
を
維
持
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

豊
臣
と
よ
と
み

秀
吉
ひ
で
よ
し

の
政
策
に
よ
り
、
天
正

て
ん
し
ょ
う

年

間
に
領
地
を
す
べ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

た
ち
ま
ち
窮
迫
し
ま
し
た
。
筑
前
国
続

風
土
記
に
よ
る
と
、「
最
後
の
東
門
寺

座
主
ざ

す

は
、
山
頂
近
く
の
嶽
屋
敷

た
け
や
し
き

に
住
ん

で
い
た
が
、
貧
窮

し
銭ぜ
に

20
貫か
ん

に
て
宅

を
売
り
て
、
地
を

肥
前
国
西
小
川
内

に
し
お
が
わ
ち

の
民
に
与
え
た
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

本
来
筑
前
と
考
え

ら
れ
て
い
た
山
頂

南
側
の
部
分
が
、

こ
の
時
か
ら
、
肥

前
側
が
領
有
す
る

根
拠
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

東
門
寺
が
作
ら

れ
た
と
き
は
、
頂

上
の
北
側(

福
岡
側)

は
急
峻

き
ゅ
う
し
ゅ
んな

崖
で
あ

り
、
冬
の
季
節
風
が
吹
き
つ
け
居
住
に

適
さ
な
か
っ
た
た
め
、
傾
斜
が
緩
や
か

で
平
地
も
あ
る
南
側(

佐
賀
側)

に
寺
院

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
東
門
寺
は
北
側
山

麓
の
脇
山
に
領
地
も
あ
り
、
福
岡
側
と

の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

中
世
で
は
、
東
門
寺
が
あ
っ
た
山
頂

の
国
境
は
、
筑
前
が
寺
を
取
り
囲
む
よ

う
に
現
在
の
佐
賀
県
側
に
大
き
く
入
り

込
み
、
そ
れ
よ
り
東
は
山
の
中
腹
に
霊

仙
寺
が
あ
り
、
現
在
の
県
境
と
同
じ
く

肥
前
が
山
を
越
え
筑
前
側
に
大
き
く
入

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

板
屋
や
椎
原
の
農
民
は
、
伝
統
的
に

東
門
寺
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
背
振

山
頂
の
南
側
に
一
定
の
権
益
を
持
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

298
背
振
山

せ
ふ
り
や
ま

5

筑
前

ち
く
ぜ
ん

、
肥
前
国
境

ひ
ぜ
ん
く
に
ざ
か
い

争
い

情
報
ひ
ろ
ば
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福
岡
県（
筑
前
）�

佐
賀
県（
肥
前
）�

東門寺跡�

佐賀橋�

点線は稜線�
実線は県境�霊仙寺跡�

椎原�

背
振
ダ
ム
�

那
珂
川
�

那
珂
川
�
南
畑
ダ
ム
�

背
振
山
�

久
保
山
�

争
い
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
�

板
屋
�

5
人
以
上
の
市
民
で
国
際
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
、
活
動
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

平
成
16
年
1
〜
3
月
に
事
業
を
予
定

し
て
い
て
、
経
費
の
補
助
を
希
望
す
る

団
体
は
、
11
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
平
成
16
年
4
月
以
降
に
行
う

事
業
に
つ
い
て
も
、
随
時
、
相
談
・
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額

国
際
交
流
活
動
の
経
費
に

応
じ
、
そ
の
1/3
〜
1/2
を
補
助

(

上
限
30
万
円)

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

不
良
債
権
処
理
に
よ
り
、
離
職
者
や

出
向
者
な
ど
の
雇
用
調
整
を
行
う
事
業

主
は
、「
雇
用
調
整
方
針
」
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
方
針
が
提
出
さ
れ
る
と
、
対
象

の
離
職
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
再
就
職
の

た
め
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
、
事
業
主
も
労
働
移
動
支
援

の
助
成
金
や
雇
用
調
整
助
成
金
が
受
け

や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
方
針
の
対
象
の
離
職
者

を
雇
っ
た
事
業
主
に
は
、
不
良
債
権
処

理
就
業
支
援
特
別
奨
励
金
が
1
人
に
つ

き
60
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
「
雇
用
調
整
方
針
」
に
関
す
る
こ
と

最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

▽
離
職
者
へ
の
具
体
的
な
支
援
内
容
に

関
す
る
こ
と

(財)
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
福
岡
事

務
所
雇
用
再
生
本
部

1(

434)
6
1
1
0

9
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
、
入
札

結
果
（
工
事
金
額
5
千
万
円
以
上
）
で

す
。

○
大
土
居
下
の
原
線
道
路
改
良
工
事

工
事
期
間

9
月
19
日
〜
平
成
16
年

2
月
27
日

契
約
金
額

6

6
6
7
万
5

0

0
0
円

工
事
業
者

(有)
鎌
田

か

ま

た

工
業

○
J
R
春
日
駅
西
側
駅
前
広
場
整
備
工

事工
事
期
間

9
月
26
日
〜
平
成
16
年

3
月
15
日

契
約
金
額

8

4
5
2
万
5

0

0
0
円

工
事
業
者

(株)
塩
月

し
お
つ
き

工
業(

財
政
課)

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

事
業
主
の
み
な
さ
ん

雇
用
調
整
方
針
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

市
が
行
う
建
設
工
事

入
札
結
果



本
物
の
恐
竜
の
骨
格
標
本
や
動
く
恐

竜
模
型
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

全
国
の
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
出
土
品

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
よ
。

日
時

11
月
16
日
(日)

午
後
4
時
30
分
帰
着
予
定

行
先

北
九
州
市
立
自
然
史
歴
史
博
物

館
「
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
」

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

参
加
費

3
8
0
円

※
　
弁
当
と
水
筒
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

定
員

各
セ
ン
タ
ー
12
人
（
申
込
先
着

順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

各
児
童
セ
ン

タ
ー

11月 
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１�

須玖南１－９１�

光町児童センター�
（５０１）７０１４ �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

親子エアロビクス�
午前10時30分～11時15分�
マタニティビクス�
午前11時30分～午後0時15分�

和紙で花作り（ストロベリーキャンドル）�
午後1時30分～3時30分、小学生以上、10人、�
200円�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

一輪車教室　午前10時30分～午後0時30分�
小学生以上、10人�

フリーマーケット(幼児向け)�
午前10時30分～正午�
※出店を希望する場合は申し込んでください。�

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�
インラインスケート教室　午後1時30分～�
3時30分、小学生以上、10人�

あそびの出前児童センター�
午後1時30分～3時、�
場所：春日野小学校多目的ホール�

いもほりをして焼き芋をたべよう�
午前10時30分～正午、20組、450円、�
スコップ持参�
あつまれ！ボランティア�
午後2時～3時、小学生以上�

バトミントンターゲット　午後2時～3時�
小学生以上�

ハイハイ・ヨチヨチ広場（0、1歳児向け）�
午前11時30分～正午�

人形劇をやってみよう�
午後2時～3時、小学3年生以上、10人�

Pico（ピコ）ランド�
午後1時30分～2時30分、場所：上白水公民館�

いもほり　午後2時～4時（午後1時児童セン�
ター集合）、20組、380円、スコップ持参�

3日（文化の日）、4日（振替休日）、10日、17日、18日（安全点検日）、23日（勤労感謝の日）24日�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは11月1日(土)午前10時から受け付けます。（電話可、小学生以上は本人が申込、1人1行事まで）�

※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。お問い合わせください。�

たんぽぽ広場　午前11時～�
11日（親子エアロビクス）、25日（フリーマー�
ケット）�

サッカー教室　午後2時～3時30分��
小学生以上、持っている人はボール持参�

古瀬兄さんのバドミントン教室　午後2時～4時、�
場所：須玖小学校体育館（午後1時45分に児童セ�
ンター集合）、小学生以上、16人、ラケット持参�

パパぱっとできた！（カンタン楽器づくり）�
午前11時～正午、5歳以上（保護者同伴）、�
6組、50円�

めざせ！100人ゲーム�
午後2時～3時､小学生以上�

ペットでバンバン　午後2時～3時�
小学3年生以上、10円、ペットボトル持参�

毛勝バドミントン大会�
午後2時～3時、小学3年生以上�

ピヨピヨ広場　午前11時～11時40分��
7日、25日�

アップル広場　午前10時30分～11時10分��
11日、25日�

挑戦ギネス　午後2時～2時30分�

すくすく育児相談　午前10時～11時30分��
赤ちゃん広場　午前11時30分～正午�

ハイハイ広場　午前11時～11時30分�

さくらんぼ広場　午前11時～11時40分�
場所：春日公園公民館　※駐車場なし�

ママの“ほっとタイム”(クリスマストール�
ペイント)　午前10時～正午､10人､1,000円�
※託児あり（1人500円､13日までに　）�

一輪車でゴー!ゴー!！�
午前10時30分～正午、小学生以上、一輪車�
持参（持っている人のみ）�
※雨天時は上靴持参�
たのしいおはなし�
（福岡農業高校の生徒による人形劇公演）�
午後1時～1時30分�

ヨチヨチ広場（1歳児向き）�
午前11時～11時40分�

おかしバンザイ（スイートポテト作り）�
午後1時～3時、場所：いきいきプラザ、小学3�
年生以上、15人、200円�

さんかくおにぎりを作ろう！　午前10時～正午�
場所：ふれあい文化センター旧館・調理実習室、�
小学3年生以上、16人�

ハイハイ・ヨチヨチ広場（0、1歳児向き）�
午前11時30分～正午�

ママのほっとタイム“クリスマス・フラワーアレンジメント”�
午前10時30分～午後0時30分、15人、1200円�
※託児あり（1人500円､19日までに　）�

北九州市いのちのたび博物館へ行こう！（3館合同）�
集合時間　光町：午前8時45分、須玖：午前9時、毛勝：午前9時15分　帰着予定　午後4時30分�
小学4年生以上、各センター12人、380円、弁当・水筒持参　　　※市のバスを利用します｡�

今日のおはなしなーに？　午後2時～2時30分�
めざせオリンピック　午後2時～3時�

1日（土）�

7日（金）�

8日（土）�

9日（日）�

11日（火）�

14日（金）�

15日（土）�

16日（日）�

19日（水）�

20日（木）�

21日（金）�

22日（土）�

2日（日）�

25日（火）�

28日（金）�

26日（水）�

29日（土）�

30日（日）�

幼児向け�
遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

いもほり　午後2時～4時（午後1時30分児童�
センター集合）、小学生以上、20組、200円、�
スコップ持参�申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

午前10時～午後5時�

博
物
館
へ

恐
竜
を
見
に
行
こ
う
！

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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エルマー語りの会

子どもだけでなく大人にも
｢自分自身の言葉｣を学んでほしい

活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
住
民
の
立
場
で
、
市
報
づ
く
り

を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
て
い
る
市
の
広

報
レ
ポ
ー
タ
ー
。
先
日
、
そ
の
レ
ポ
ー

タ
ー
さ
ん
と
広
報
担
当
職
員
の
懇
親
会

が
あ
り
ま
し
た
。
11
人
の
レ
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
は
、
み
ん
な
元
気
あ
ふ
れ
る
人
ば

か
り
。
と
て
も
楽
し
い
会
で
し
た
▼
市

の
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
は
、
全
員
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
主
婦
だ
っ
た
り
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
を
し
て
い
た
り
と
皆
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
し
か
し
、
地
域
や
学
校
の
情
報

を
把
握
す
る
能
力
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
地

域
を
思
う
気
持
ち
に
満
ち
て
い
ま
す
▼

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
え
ば
、
こ

の
ご
ろ
操
法
大
会
を
取
材
し
た
消
防
団

も
そ
の
一
つ
。
団
員
に
は
市
の
職
員
も

い
る
た
め
、
少
し
興
味
本
位
で
取
材
に

出
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
競
技
に
全

力
を
注
ぐ
選
手
と
、
そ
れ
を
懸
命
に
応

援
す
る
団
員
に
、
レ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
と

同
様
、
地
域
へ
の
熱
い
思
い
を
感
じ
ま

し
た
▼
感
謝
の
心
が
報
酬
で
あ
る
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」。
本
当
に
頭
が
下
が
る
思

い
で
す
▼
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
先
の

懇
親
会
中
、
少
し
(？)
上
機
嫌
に
な
っ
た

あ
る
レ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
、
独
身
の
私

に
一
言
。「
い
い
人
を
紹
介
し
て
あ
げ
る

よ
」。
こ
れ
も
あ
り
が
た
〜
い
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
か
も
…
。

○ひ

な�る�ほ�ど�

11月16日に行われるのは秋
の○○○○？

①グリーン作戦
②クリーン作戦
③アイーン作戦

11月のサタデープロジェク
ト。観察するのは？

①冬鳥の生態
②秋の紅葉
③歩行者

文化の日に行われる春日市
表彰式。今年は何人表彰？

①12人
②18人
③20人

10月27日から新しい町名に
変わったのは何地区？

①小倉
②春日原
③天神山

平成16年4月オープン予定
の筑紫地区精神障害者生活
支援センター。その名称は？

①つくしぴあ
②ちくしぴあ
③つくしんぼ

10人に図書券（500円分）が当たります！

問１�

問２�

問３�

問４�

問５�

問1 ①歩こうマップ
問2 ③自転車と家具
問3 ②いきいきルーム
問4 ②子育て支援複合施設
問5 ③赤ちゃん広場

（応募総数　51通）

応募方法 ハガキに、①この市
報の月日号②答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に対する
ご意見などを書いて送ってく
ださい。
あて先 〒816－8501春日市役
所広報担当
締め切り日　11月20日(木)(必
着)
※　答えはすべてこの市報の中
にあります。なお、賞品の発
送をもって発表に代えます。

前
回
の
答
え

絵
本
や
童
話
、
昔
話
の
読
み
聞
か
せ
や

語
り
を
し
て
い
る
「
エ
ル
マ
ー
語
り
の
会
」

（
八
尋
や
ひ
ろ

理
恵
り

え

代
表
）
は
、
春
日
市
と
大
野
城

市
を
中
心
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
す
。
14
年
前
、
語
り
の
講
座
を

受
講
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
発
足
。
現

在
32
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
テ
レ
ビ
な
ど
、
機
械
を
通
し
た
音
を

聞
く
こ
と
が
多
い
現
代
、
語
り
を
聞
く
こ

と
で
生
の
声
の
温
か
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
ん
な
思
い
で
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
見
、
子
ど
も
が
対
象
の
よ
う
に
み
え

る
読
み
聞
か
せ
や
語
り
。
し
か
し
、
身
振

り
手
振
り
を
交
え
、
目
と
目
を
合
わ
せ
て

の
語
り
は
、
私
た
ち
大
人
も
つ
い
世
界
に

入
り
込
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
の
迫
力
。
最
近

は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
も
訪
問
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
に
中
学
校
で
行
っ
た
「
語

り
の
会
」
で
は
、
中
学
生
か
ら
「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
と
の
感
想
を
た
く
さ
ん
も

ら
い
、
ま
す
ま
す
活
動
に
意
欲
が
出
た
そ

う
で
す
。

そ
ん
な
み
な
さ
ん
に
、
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、「
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
お
話
し
会
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

将
来
的
に
は
、
図
書
館
が
な
く
本
と
ふ
れ

あ
う
機
会
が
少
な
い
地
域
に
出
向
き
、「
出

前
お
話
し
館
」
を
開
催
す
る
と
い
う
夢
も

あ
る
よ
う
で
す
。

読
み
聞
か
せ
や
語
り
は
想
像
力
を
育
て
、

生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。「
私
た
ち

の
活
動
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん
に
『
自
分

自
身
の
言
葉
』
を
学
ん
で
も
ら
え
た
ら
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
エ
ル
マ
ー
語
り
の
会
」
は
、
来
年
２

月
に
「
大
人
の
た
め
の
お
話
し
会
」
を
開

催
す
る
そ
う
で
す
。
あ
な
た
も
一
度
、
の

ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
の
本
専
門
店
エ

ル
マ
ー

1(

582)

８
６
３
９
（
1
兼
用
）

曇
り
の
ち
晴
れ
・
な
る
ほ
ど
K
A
S
U
G
A
・
散
歩
道
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訂正 10月1日号の｢前回の答え｣で、
問3の答えを｢②第2土曜日｣としていま
したが、正しくは｢①第1土曜日｣でし
た。お詫びして訂正します。

前列左から矢原
や は ら

さん、佐藤
さ と う

さん

後列左から前園
まえぞの

さん、大柿
おおがき

さん、八尋さん



10月12・13日、春日市スポーツセンターなどで、毎年

恒例のスポーツフェスタが行われました。

当日は、グラウンドゴルフや相撲、ドッジボール、ビーチボ

ールバレーなどの白熱した試合が繰り広げられました。

また、ミニ新幹線やバザー、エアロビクスの活動発表も

あり、子どもから大人まで８千人を超える市民で盛り上

がりました。

市 の 人 口

●総人口 108,846人

（前月比+137人）

女 55,394人　男 53,452人

●世 帯 数 42,259世帯

●転 入 653人　　●出 生 115人

●転 出 596人　　●死 亡 42人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲10月19日　商工まつり
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10月12日に行われたスポーツフェス
タでの綱引きの様子。子どもたちは、大
人顔負けの力強さを発揮しました。

表
紙
の
写
真

(9/30現在)

スポーツの秋を満喫


